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〔随筆〕

第二次世界大戦の「記憶」を辿る旅：
フィンランドの冬戦争博物館編

石　野　裕　子

国 士 舘 大 学 の 学 外 研 究 派 遣 員 と し て 、 2024 年 ４ 月 か ら １ 年 間 フ ィ ン ラ ン ド で

研 究 す る こ と が 決 ま っ た 時 、 最 初 に 思 い つ い た 「 野 望 」 が 研 究 対 象 地 に で き る だ

け 足 を 運 び た い と い う こ と で あ っ た 。 も ち ろ ん 、 一 次 史 料 を 読 ん だ り 、 語 学 の ブ

ラ ッ シ ュ ア ッ プ を し た り 、 現 地 の 研 究 者 と 交 流 し た り と い う 計 画 も 立 て て い た

が 、 普 段 の 短 期 出 張 で は 足 を 運 び に く い 地 域 ま で 調 査 に 行 き た い と い う 思 い が

あ っ た 。

在 外 研 究 テ ー マ は 「 現 代 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 第 二 次 世 界 大 戦 の 『 記 憶 』 と 社

会 の 変 容 」で あ る 。 第 二 次 世 界 大 戦 中 、フ ィ ン ラ ン ド は ２ 度 ソ 連 と 戦 い 、敗 北 し た 。

フ ィ ン ラ ン ド で １ 度 目 の 対 ソ 戦 争 は 「 冬 戦 争 （Talvisota, Vinterkriget: 1939.11.30-

1940.3.13）」*1、２ 度 目 は「 継 続 戦 争（Jatkosota, Fortsättningskriget: 1941.6.25-1944.9.19）」

と 呼 ば れ る *2。

今 回 は 北 の 都 市 ク フ モ に あ る 冬 戦 争 博 物 館 を 中 心 に 、 両 戦 争 の 戦 跡 や 他 の 博 物

館 を 巡 る 計 画 を 立 て た が 、 予 想 通 り 車 が な い と ア ク セ ス し 辛 い 場 所 ば か り で あ っ

た 。 こ の よ う な 事 態 を 予 想 し て フ ィ ン ラ ン ド 渡 航 前 に 国 際 運 転 免 許 を 取 得 し て い

た が 、 筆 者 は 年 に 数 回 レ ン タ カ ー を 運 転 す る だ け の ド ラ イ バ ー に す ぎ ず 、 か つ 左

ハ ン ド ル の 車 の 運 転 は 未 経 験 で あ っ た 。 し か し 、 調 査 の た め に 車 の 運 転 は や む を

得 な い と 覚 悟 を 決 め た と こ ろ 、 危 な い と 判 断 さ れ た の か 、 友 人 で も あ り 、 2019

年 ５ 月 に 客 員 研 究 員 と し て 国 士 舘 大 学 に 在 籍 し た こ と が あ る 研 究 者 カ テ ィ ・ ミ ッ

コ ラ （Kati Mikkola） と 彼 女 の パ ー ト ナ ー で 研 究 者 で も あ る リ ス ト ・ ブ ロ ム ス テ ル

（Risto Blomster） が 家 族 旅 行 を 兼 ね た 形 で 私 の 調 査 に 付 き 合 っ て く れ た 。 ２ 人 の

*1	 フィンランドではその歴史的背景からフィンランド語とスウェーデン語が公用語である。本稿での

原語表記はフィンランド語、スウェーデン語の順番で表記する。

*2	 冬戦争から「継続」した戦争という意味で、継続戦争と呼ばれているが、その継続性には色々議

論がなされている。詳細は、拙稿「第４章「フィンランドにおける対ソ戦争認識の変遷と現状―ウク

ライナ侵攻との関連で―」歴史学研究会編『ロシア・ウクライナ戦争と歴史学』大月書店、2024 年、

96-121 ページを参照。なお、継続戦争後、フィンランドはドイツとラップランド戦争（Lapin sota,

Lapplandskriget 1944.9.15-1945.4.27）も戦っている。
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10 歳 に な る 双 子 の 娘 エ ス テ リ （Esteri） と ア リ ス （Alice） も 一 緒 で あ る *3。 家 族 旅

行 を 兼 ね て い た も の の 、 本 気 で 筆 者 の 調 査 に 付 き 合 っ て く れ た 。 戦 争 博 物 館 、 戦

跡 、 そ し て 墓 地 を 巡 る 家 族 旅 行 に な っ て し ま い 、 双 子 に は 申 し 訳 な か っ た が 、 カ

テ ィ に よ る と い つ も 家 族 旅 行 で 博 物 館 や 美 術 館 に 行 っ て い る の で 子 ど も た ち は 慣

れ て い る と の こ と で あ っ た 。 実 際 に 、 双 子 は 大 人 た ち が 真 剣 に 博 物 館 の 説 明 を 読

ん だ り 、 戦 跡 を 眺 め て い る 間 、 キ ッ ズ ス ペ ー ス で 絵 を 描 い て い た り 、 勝 手 に 二 人

で 遊 ん で い た り し て い た 。 ち な み に 在 外 研 究 へ 出 発 直 前 に 高 性 能 の 携 帯 電 話 を 購

入 し た 筆 者 は 、 助 手 席 で 携 帯 電 話 に よ る ナ ビ 係 と 双 子 の リ ク エ ス ト に よ る ラ ジ オ

の 音 楽 切 り 替 え 係 を ず っ と 担 当 し た （ お か げ で 2024 年 夏 の フ ィ ン ラ ン ド ・ ヒ ッ

ト ソ ン グ に 詳 し く な っ た ）。

本 稿 は そ の よ う な 調 査 旅 行 で 訪 問 し た 博 物 館 、 戦 跡 、 記 念 碑 の う ち 、 ２ つ の 冬

戦 争 博 物 館 、 １ つ の 冬 戦 争 に 関 連 し た 野 外 展 示 お よ び そ れ ら に 関 連 す る 記 念 碑 の

特 徴 を 記 す こ と で 、 上 記 の 研 究 課 題 、 す な わ ち 現 代 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 第 二 次

世 界 大 戦 の 「 記 憶 」 の 整 理 を す る こ と が 目 的 で あ る 。

１　フィンランドにとっての冬戦争

は じ め に 、 調 査 対 象 で あ る 冬 戦 争 に つ い て 概 説 し た い 。 上 述 し た よ う に 冬 戦 争

は 第 二 次 世 界 大 戦 中 の 1939 年 11 月 末 に 勃 発 し た 第 一 次 ソ 連 ・ フ ィ ン ラ ン ド 戦 争

の こ と で 、 冬 戦 争 と い う 呼 称 は フ ィ ン ラ ン ド 側 の も の で あ る 。

1939 年 ９ 月 １ 日 に ナ チ ス ・ ド イ ツ が ポ ー ラ ン ド に 侵 攻 す る と 、 ソ 連 も 同 月 17

日 に ポ ー ラ ン ド に 侵 攻 、 そ の 翌 月 の 10 月 、 ソ 連 が フ ィ ン ラ ン ド に 対 し て 相 互 援

助 条 約 締 結 の 交 渉 を 求 め て き た た め 、 フ ィ ン ラ ン ド 政 府 は 代 表 団 を モ ス ク ワ に 送

り 込 み 、交 渉 を 行 っ た *4。 そ の 過 程 で ソ 連 か ら 領 土 交 換 の 提 案 が な さ れ た が 、フ ィ

ン ラ ン ド 側 は 最 終 的 に 11 月 に ソ 連 の 要 求 を 完 全 に 拒 否 し た 。 交 渉 決 裂 後 、 ソ 連

側 は フ ィ ン ラ ン ド 軍 の 発 砲 事 件 を 根 拠 に 11 月 30 日 に フ ィ ン ラ ン ド 領 を 空 爆 し 、

戦 争 が 始 ま っ た 。 ア イ モ・カ ヤ ン デ ル が 率 い る 内 閣 は 戦 争 勃 発 後 す ぐ に 総 辞 職 し 、

リ ス ト ・ リ ュ テ ィ が 首 相 に 就 任 、 戦 争 終 結 を 模 索 し た が 、 ソ 連 側 は ロ シ ア ・ カ レ

リ ア 地 方 に フ ィ ン ラ ン ド 共 産 主 義 者 の オ ッ ト ー ・V. ク ー シ ネ ン を 首 班 と し た 傀 儡

政 権 を 樹 立 し 、 フ ィ ン ラ ン ド の 正 式 な 政 府 と し た 。 そ れ ゆ え 、 フ ィ ン ラ ン ド 側 の

交 渉 に 応 じ な か っ た 。

*3	 この旅行で訪問した英雄墓地（戦没者墓地）の調査報告に関しては、「第二次世界大戦の『記憶』を

辿る旅：フィンランドの英雄墓地編」『國士舘大學教養論集』第 88 号、2025 年２月に掲載予定である。

*4	 ソ連は、フィンランドとの交渉の前後にバルト三国と相互援助条約の締結を行なっていた。詳細は

拙著『物語フィンランドの歴史―北欧先進国「バルト海の乙女の 800 年」中公新書、2017 年、146-152

ページを参照。
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フ ィ ン ラ ン ド 軍 は 善 戦 し た も の の 、 1940 年 ３ 月 に 休 戦 、 フ ィ ン ラ ン ド は 領 土

の 10 分 の １ を 割 譲 し な け れ ば な ら な い な ど 厳 し い 講 和 条 件 を 呑 ま ざ る を な か っ

た *5。

以 上 の よ う に 冬 戦 争 は フ ィ ン ラ ン ド が ソ 連 に 敗 北 し た 戦 争 で あ る 。 し か し 同 時

に 、 あ る 種 の 「 栄 光 的 過 去 」 を 現 在 に 至 る ま で フ ィ ン ラ ン ド に 伝 え る 戦 争 で も あ

る 。 フ ィ ン ラ ン ド 軍 が 巨 大 な 敵 で あ る ソ 連 軍 に 対 し て 善 戦 し 、 独 立 を 守 っ た の が

大 き な 理 由 で あ る 。 実 際 、 当 初 45 万 も の 圧 倒 的 な 数 と 軍 備 を 有 す る ソ 連 軍 に 対

し て 、 28 万 と 劣 勢 で あ っ た フ ィ ン ラ ン ド 軍 は 一 丸 と な っ て 国 土 を 防 衛 し 、 い く

つ か の 局 地 戦 で は 勝 利 し た 。 ま た 、 こ の 戦 争 は 、 フ ィ ン ラ ン ド は 独 立 後 の 1918

年 １ 月 に 勃 発 し た 内 戦 の 辛 い 過 去 を 乗 り 越 え 、 分 断 さ れ た フ ィ ン ラ ン ド 社 会 を 修

復 す る 作 用 を も た ら し た と み な さ れ た *6。

冬 戦 争 で の フ ィ ン ラ ン ド 軍 の 奮 闘 ぶ り は 「 冬 戦 争 の 驚 異 」「 冬 戦 争 の 精 神 」 な

ど と 表 現 さ れ 、プ ロ パ ガ ン ダ 的 な 役 割 を 果 た し て き た *7。 ま た 、戦 争 は 105 日 間 戦

わ れ た こ と か ら 「105 日 」 と 言 え ば 、冬 戦 争 を 意 味 す る こ と に な っ た *8。 後 述 す る

よ う に 、105 と い う 数 字 は 冬 戦 争 の 記 念 碑 の モ チ ー フ 等 に 用 い ら れ る よ う に な る 。

以 上 の よ う な 歴 史 背 景 を 有 す る 冬 戦 争 は 、 専 門 の 博 物 館 で ど の よ う に 表 象 さ れ

て い る の だ ろ う か 。 そ の よ う な 問 い を 抱 い て 冬 戦 争 博 物 館 を 訪 問 し た 。

２　冬戦争博物館

筆 者 が 把 握 す る 限 り 、 フ ィ ン ラ ン ド で 「 冬 戦 争 博 物 館 」 と い う 呼 称 そ の も の

を つ け た 博 物 館 は ２ 館 の み で あ る *9。 １ つ 目 が 北 の 街 ク フ モ 郊 外 に あ る 「 冬 戦 争

博 物 館 （Talvisotamuseo, Vinterkrigsmuseum）」、 ２ つ 目 が ク フ モ か ら さ ら に 北 に 100

キ ロ ほ ど 上 っ た ス オ ム ッ サ ル ミ に あ る 「 冬 戦 争 博 物 館 ラ ー テ ン ・ ポ ル ッ テ ィ

*5	 同上、152-161 ページを参照。

*6	 冬戦争の位置付けに関しては、ロシア史研究会 2023 年度大会〈共通論題 A〉「ロシア・ソ連の対外戦

争と政治・外交」報告ペーパーおよび発表「フィンランドにおける冬戦争の位置付け：継続戦争との

比較を中心に」で論じたが、まだ研究が不十分なので論文化していない。今後の課題である。

*7	 Timo Soikkanen,“Talvisodan henki”, Jari Leskinen ja Antti Juutilainen toim., Talvisodan

pikkujättiläinen, Porvoo: WSOY, 1999, s. 235. なお、「冬戦争の精神」に関しての詳細な分析は、

Sampo Ahto, Talvisodan henki: mielialoja Suomessa talvella 1939-1940, Helsinki: WSOY, 1989,

Tuomas Tepora, Sodan henki, Kaunis ja ruma talvisota, Helsinki: WSOY, 2015 を参照。

*8	「栄光の 105 日」という表現もある。高校の歴史教科書でも「105 日」という表現が使用されている

ように非常に一般的な用語となっている。

*9	「サキュラ・冬戦争・継続戦争博物館」という名称の博物館は南西フィンランドのサキュラにある。

なお、「継続戦争博物館」という名がついた博物館は、管見の限り見つからなかった。
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（Talvisotamuseo Raatteen portti, Raatteen Portti Winterkriegsmuseum）」で あ る *10。 今 回 の 調

査 で は 両 方 の 博 物 館 を 訪 問 し 、 類 似 点 と 相 違 点 を 確 認 し た 。

２－１　クフモの冬戦争博物館
1994 年 、 ク フ モ に 開 館 し た 同 博 物 館 は 、 車 で な い と 極 め て ア ク セ ス し に く い

場 所 に 位 置 す る 。 同 博 物 館 の 展 示 は そ の 名 称 通 り 、冬 戦 争 に 特 化 し た 内 容 で あ り 、

特 に 博 物 館 の あ る ク フ モ 地 域 の 状 況 に 関 す る 展 示 が 多 く を 占 め て い た 。

同 博 物 館 で は 戦 争 の 勃 発 に よ る 住 民 お よ び ク フ モ の 様 子 、 フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士

の 奮 闘 、 兵 士 の 日 常 、 野 戦 病 院 、 戦 争 終 結 後 の ク フ モ の 状 況 が 時 系 列 順 に 展 示 さ

れ て い た 。 表 記 言 語 は フ ィ ン ラ ン ド 語 と 英 語 が 主 で あ っ た が 、 展 示 内 容 に よ っ て

は ス ウ ェ ー デ ン 語 、 ド イ ツ 語 、 ロ シ ア 語 で も 説 明 さ れ て い た 。

写真１　冬戦争博物館の入り口の多言語表記
2024 年 7 月 5 日　筆者撮影（以下同様）

写真 2　冬戦争博物館入り口

（ １ ） 戦 争 勃 発 に よ る 住 民 、 ク フ モ 地 域 の 様 子

同 博 物 館 で は 、 は じ め に ソ 連 製 の フ ィ ン ラ ン ド の 地 図 が 貼 っ て あ り 、 そ の 上 に

「 冬 戦 争 が 1939 年 11 月 30 日 に 勃 発 し た 」 と 書 か れ て い る 展 示 か ら 始 ま る 。 次

に 戦 争 勃 発 に よ っ て 、 ソ 連 （ ロ シ ア ） の 国 境 か ら 20~30 キ ロ ほ ど の 位 置 に あ る ク

フ モ の 住 民 が 国 内 の 西 側 地 域 *11 に 避 難 す る 様 子 の 展 示 が 続 く 。

*10	場所は附属地図を参照。

*11	展示の説明によると、アラヴィエスカ、ユリヴィエスカなど主に７箇所に分散して避難した。
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写真 3
冬戦争勃発時のソ連側の地図

避 難 の 様 子 は 、 ソ リ で 家 財 道 具 を 積 め る だ け 積 ん で 避 難 す る 人 び と の 移 動 の マ

ネ キ ン に よ っ て 表 現 さ れ 、 実 際 の 避 難 の 様 子 を 映 し た 写 真 も 多 く 展 示 さ れ て い

た 。 避 難 の 最 中 に 、 子 ど も と 高 齢 者 、 合 わ せ て 127 名 が 命 を 落 と し た と も 説 明 さ

れ て お り 、 突 如 始 ま っ た 戦 争 に よ っ て 人 び と が 困 難 な 状 況 に 置 か れ た 様 子 が 窺 え

る 。

ま た 、 ク フ モ は 245 機 の ソ 連 の 飛 行 機 に よ っ て 、 合 計 48 回 空 爆 さ れ た と 説 明

さ れ て お り 、 爆 弾 の 破 片 や 模 型 、 空 爆 に よ る 火 事 を 消 火 す る 消 防 士 た ち の マ ネ キ

ン が 展 示 さ れ て い た 。

写真 4
消火活動をする様子を表現したマネキン展示
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写真 5　爆弾の破片の展示と兵士のマネキン

（ ２ ） フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 の 奮 闘 、 兵 士 の 日 常

次 の 展 示 は 実 際 に フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 が 、 数 の 上 で も 軍 備 の 上 で も 自 分 た ち よ

り 遥 か に 上 回 っ て い る ロ シ ア 人 兵 に 対 し て 勇 敢 に 戦 っ た 様 子 が 写 真 や 軍 装 品 の 展

示 、 マ ネ キ ン で 説 明 さ れ て い た 。 特 に モ ッ テ ィ （Motti） 戦 闘 と 呼 ば れ る フ ィ ン ラ

ン ド 軍 の 包 囲 作 戦 に つ い て は 、地 図 と と も に 説 明 が な さ れ て い た 。 説 明 に よ る と 、

モ ッ テ ィ と は 「 四 方 か ら 包 囲 さ れ た 敵 集 団 、 あ る い は そ の 包 囲 さ れ て い る 地 域 」

を 意 味 す る 。 フ ィ ン ラ ン ド 軍 は 戦 闘 場 と な っ た 森 林 地 帯 で 、ソ 連 軍 を 「 モ ッ テ ィ 」

に 分 断 し 、 攻 撃 す る こ と で い く つ か の 局 地 戦 で 勝 利 し た 。 展 示 で は 、 雪 景 色 に カ

モ フ ラ ー ジ ュ す る 白 い 装 備 に 身 を 包 み 、 時 に は ス キ ー を 履 い て 森 の 中 で 戦 闘 を 行

う フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 の 写 真 や マ ネ キ ン 展 示 が 彼 ら の 奮 闘 ぶ り を 伝 え て い た 。 説

明 文 と し て は 以 下 の 文 章 が 印 象 的 で あ っ た 。

ロ シ ア 人 兵 士 た ち は 、「 白 い 死 神 」 *12、 す な わ ち ス キ ー を 駆 使 し て 現 れ 、 破 壊 を

も た ら し 、 再 び 姿 を 消 す フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 を 恐 れ て い た 。

*12	日本でもなぜか一部の人に知られているシモ・ハユハ（ヘイヘ）（Simo Häyhä 1905-2002）は、冬戦

争時活躍した「伝説」のフィンランド人狙撃手である。彼は「白い死神」として知られるが、この展

示ではハユハの話はなく、一般的にフィンランド人兵士のことを指していると推測できる。なお、ハ

ユハの伝記は日本語訳されている。ペトリ・サルヤネン著、古市真由美訳『白い死神』アルファポリス、

2012 年。
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写真 6
フィンランド人兵士の写真が多く展示されていた

兵 士 の 日 常 の 展 示 と し て は 、 野 外 で の 食 事 風 景 の 展 示 が 印 象 的 で あ っ た 。 野 戦

病 院 の 展 示 ス ペ ー ス も 多 く と っ て あ り 、 兵 士 た ち の 置 か れ た 苦 境 を 物 語 っ て い

た 。

（ ３ ） 戦 争 終 結 後 の ク フ モ の 状 況

戦 争 終 結 後 の ク フ モ の 状 況 は 、 多 く の 写 真 と と も に 説 明 が な さ れ て い た 。 ク フ

モ の 前 線 で の フ ィ ン ラ ン ド 側 の 戦 傷 者 は 最 大 3,100 人 、 死 者 は 最 大 1,600 人 、 対

し て ソ 連 側 は 戦 傷 者 が 最 大 １ 万 5,000 人 、 死 者 が 最 大 １ 万 500 人 と い う 統 計 が

展 示 さ れ て い た *13。 ま た 、 戦 死 者 を 埋 葬 す る 英 雄 墓 地 の 写 真 が 印 象 的 で あ っ た 。

避 難 し た 人 び と が 帰 還 し 、 町 が 再 建 さ れ る 様 子 の 写 真 も 多 く 展 示 さ れ て い た 。

写真７　戦争が終わった時の写真。時間も書かれている 写真８　戦没者墓地である英雄墓地の埋葬写真

以 上 の よ う に 同 博 物 館 は 呼 称 の 通 り 、 冬 戦 争 、 特 に ク フ モ 地 域 の 当 時 の 状 況 に

つ い て の 展 示 に 特 化 さ れ て い た 。 ま た 、 フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 の 奮 闘 ぶ り に つ い て

展 示 が な さ れ て い た も の の 、 筆 者 の 想 像 と は 異 な り 、 フ ィ ン ラ ン ド 軍 、 あ る い は

*13	なお、冬戦争全体の犠牲者は統計によって異なるが、フィンランド側の犠牲者は２万 4,000 人、ソ

連側の犠牲者は 13 万 1,000 人にのぼる。
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個 々 の フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 へ の 過 度 の 賛 美 を 見 出 す こ と は 難 し か っ た 。 ク フ モ の

人 び と が 戦 争 に 直 面 し 、 翻 弄 さ れ た 点 が 何 よ り 印 象 に 残 っ た 。

２－２　冬戦争博物館ラーテン・ポルッティ
ク フ モ か ら 100 キ ロ ほ ど 北 に あ る ス オ ム ッ サ ル ミ に あ る こ の 博 物 館 は 1992 年

に 開 館 し た 博 物 館 で あ る 。 こ の 地 域 は 冬 戦 争 の 激 戦 地 の 一 つ で あ る 。 筆 者 が 訪 問

し た 際 、 多 く の 来 館 者 で 展 示 ス ペ ー ス が 賑 わ っ て い た 。 同 博 物 館 は ５ 月 末 か ら ９

月 末 ま で し か 開 館 し て い な い の で 、 気 候 に 恵 ま れ た ７ 月 初 旬 と い う 時 期 は 来 館 者

が 多 い 時 期 で あ る か も し れ な い 。

同 博 物 館 は ク フ モ の 冬 戦 争 博 物 館 よ り 広 く 、 野 外 展 示 も さ れ て い る 。 同 博 物 館

の 展 示 も ク フ モ の 冬 戦 争 博 物 館 と 同 様 、 冬 戦 争 勃 発 に よ っ て こ の 地 域 の 住 民 が 避

難 す る 様 子 か ら 始 ま る 。 1930 年 代 後 半 、 こ の 地 域 に は １ 万 6,000 人 も の 住 民 が い

た と 説 明 さ れ て い た 。

写真 9　博物館正面の写真　2024 年 7 月 6 日
筆者撮影（以下、同様）

写真 10　ソリでの避難

し か し 、 異 な る 点 は い く つ も 見 ら れ た 。 主 に 言 語 表 記 、 冬 戦 争 の 戦 況 の 詳 細 な

展 示 、 世 界 か ら 見 た 冬 戦 争 の 展 示 、 冬 戦 争 以 外 の 戦 争 の 展 示 で あ る 。

（ １ ） 言 語 表 記

展 示 内 容 の 説 明 は フ ィ ン ラ ン ド 語 と 英 語 の ２ 言 語 表 記 で あ っ た が 、 フ ィ ン ラ ン

ド 語 の み の 説 明 も 多 く 見 ら れ た 。 別 途 英 文 の パ ン フ レ ッ ト が 設 置 さ れ て い た か も

し れ な い が 、 筆 者 は 気 づ か な か っ た 。 入 館 し た 際 に 、 冬 戦 争 の 概 略 を 説 明 し た ビ

デ オ 上 映 が 始 ま る と い う こ と で 鑑 賞 し た が 、 ビ デ オ は 外 国 人 観 光 客 の た め に 英 語

の 字 幕 が つ け ら れ て い た 。 し か し 、 フ ィ ン ラ ン ド 人 観 光 客 の 数 の 方 が 多 か っ た 。
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（ ２ ） 冬 戦 争 の 戦 況 の 詳 細 な 展 示 お よ び 世 界 か ら 見 た 冬 戦 争 の 展 示

同 博 物 館 の 展 示 面 積 は 300 平 方 メ ー ト ル を 超 え て い る と 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ *14 に

説 明 が あ る よ う に 、 か な り 展 示 ス ペ ー ス が 広 く 、 そ の た め 冬 戦 争 の 戦 況 の 詳 細 な

展 示 が な さ れ て い た 。

写真 11
漫画のような絵の説明によるスオムッサルミの戦いの展示

ま た 、 パ ネ ル や ジ オ ラ マ で の ス オ ム ッ サ ル ミ で の 戦 い の 展 示 や こ の 戦 い に 参 戦

し た フ ィ ン ラ ン ド 、 ソ 連 の 双 方 の 軍 人 の 経 歴 が 紹 介 さ れ て い た の が 印 象 的 で あ っ

た 。

写真 12　地図と軍人の紹介パネルの表紙 写真 13　1939 年 11 月 30 日から 12 月 8 日にかけての
フィンランド北部の戦況

冬 戦 争 に 関 す る フ ィ ン ラ ン ド 各 地 の 新 聞 記 事 と 外 国 の 新 聞 記 事 を 集 め た コ ー

ナ ー も 印 象 的 で あ っ た 。

*14 https://www.raatteenportti.fi/talvisotamuseo 2024 年 12 月 31 日最終閲覧。以下 URL は同日に最

終閲覧。）
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写真 14
フィンランドの地方新聞

『カイヌーン・サノマット』の記事

写真 15
「世界の報道」と書かれている。写真の右

上から時計回りにワシントンの『イヴニ
ング・スター』、『タイムズ・ヘラルド』、

『ニューヨーク・タイムズ』、左上はフィ
ンランドの新聞『ウーシ・スオミ』　他に
も主にヨーロッパでの報道について展示
がなされていた。

写真 16
イタリアの週刊新聞『ラ・ドメニカ・デル・コッリエーレ』　展示の説明に
よると、表紙の絵は胸に強力な反射板を持ったフィンランド人兵士で、そ
れによって英雄的な死を運命づけられているとのことである。

世 界 が ど の よ う に 冬 戦 争 を 報 道 し た の か と い う 展 示 は 、 筆 者 が 見 た か ぎ り ク フ

モ の 博 物 館 に は な か っ た 展 示 で あ る 。
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（ ３ ） 冬 戦 争 以 外 の 戦 争 の 展 示

１ ． 継 続 戦 争 に 関 す る 展 示

公 式 ホ ー ム ペ ー ジ *15 で も 説 明 さ れ て い る が 、こ の 博 物 館 は 継 続 戦 争 の 展 示 も 設

け ら れ て お り 、 ナ チ ス ・ ド イ ツ と の 関 係 に つ い て の 展 示 も 見 ら れ た 。 フ ィ ン ラ ン

ド は 継 続 戦 争 時 、 ナ チ ス ・ ド イ ツ と の 軍 事 協 力 関 係 に あ っ た 。 軍 事 協 力 に 関 す

る 展 示 も あ っ た が 、 ド イ ツ が フ ィ ン ラ ン ド で 行 っ た 強 制 労 働 に つ い て の 屋 根 付 き

の 野 外 展 示 が 印 象 的 で あ っ た 。 展 示 の 説 明 に よ る と 、 1942-1944 年 に ド イ ツ 軍 へ

の 補 給 輸 送 を 目 的 に 、 ヒ ュ ル ン サ ル ミ か ら ク ー サ モ ま で を 結 ぶ 鉄 道 が 建 設 さ れ た

が 、 そ の 鉄 道 建 設 に は ロ シ ア 人 戦 争 捕 虜 、 ポ ー ラ ン ド 人 、 チ ェ コ 人 、 フ ラ ン ス 人

お よ び ベ ル ギ ー 人 の 強 制 労 働 者 、 さ ら に ド イ ツ 人 の 懲 罰 収 容 者 が 動 員 さ れ た 。 さ

ら に 、 補 助 労 働 力 と し て 、 フ ィ ン ラ ン ド 人 の 有 償 労 働 者 も 参 加 し た と い う 。「 死

の 鉄 道 」 と 呼 ば れ た こ の 鉄 道 は 全 長 178 キ ロ に 及 び 、 さ ら に 延 長 予 定 だ っ た *16。

こ の 鉄 道 は 1944 年 １ 月 13 日 に 開 通 し た が 、 242 日 後 の ９ 月 に こ の 地 か ら 撤 退 す

る ド イ ツ 軍 に よ っ て 破 壊 さ れ た と 説 明 さ れ て い た 。

写真 17
「死の鉄道」の展示

継 続 戦 争 に 関 す る 別 の 展 示 で は 、 1942-44 年 に か け て 行 わ れ た ソ 連 の パ ル チ ザ

ン に よ る 攻 撃 に 関 す る 写 真 展 示 に 目 を ひ か れ た 。 継 続 戦 争 中 、 ソ 連 の パ ル チ ザ ン

が 両 博 物 館 が あ る ク フ モ や ス オ ム ッ サ ル ミ な ど 北 の 国 境 近 く の 町 や 村 を 襲 撃 し た

た め 、 民 間 人 の 被 害 が 多 発 し た 。 展 示 コ ー ナ ー に は 多 く の 十 字 架 の 飾 り が 天 井 か

ら ぶ さ ら が っ て お り 、 そ の 下 に 子 ど も の 亡 骸 の 写 真 や 遺 品 が 多 く 展 示 さ れ 、 パ ル

チ ザ ン へ の 「 怒 り 」 が 表 現 さ れ て い た 。

*15	https://www.raatteenportti.fi/raatteen-portti/

*16	附属地図を参照。
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写真 18
ソ連のパルチザンの攻撃に関する展示コーナー

2． ウ ク ラ イ ナ 戦 争 に 関 す る 展 示

筆 者 が 訪 問 し た と き 、博 物 館 に は ウ ク ラ イ ナ 戦 争 の 展 示 コ ー ナ ー 「 ウ ク ラ イ ナ・

ナ ウ 」 が 設 け ら れ て い た 。 扉 を 開 け る と 目 に 飛 び 込 ん で き た の が 銃 弾 の 穴 が 空 い

た 車 で 、 扉 の 両 脇 に は 、 ウ ク ラ イ ナ を 支 援 す る た め の EU 軍 事 支 援 ミ ッ シ ョ ン に

参 加 中 と 見 ら れ る フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 士 の マ ネ キ ン が あ っ た 。 他 の 展 示 と 異 な り 、

こ の 展 示 は そ れ ほ ど 大 き く な い 部 屋 が 展 示 ス ペ ー ス と な っ て お り 、 か つ 扉 を 開 け

な い と 入 れ な い 仕 組 み に な っ て い た 。 戦 争 の 犠 牲 と な っ た 子 ど も の 服 、お も ち ゃ 、

イ コ ン 画 、ウ ク ラ イ ナ 国 旗 、新 聞 な ど が 展 示 さ れ 、冬 戦 争 、継 続 戦 争 と い わ ば 「 延

長 」 の 戦 争 だ と い う 意 図 が あ る の で は な い か な と 思 わ せ る 展 示 で あ っ た 。

写真 19　ロシア軍によって攻撃された車の展示 写真 20　犠牲となったウクライナの子供服の展示

３　冬戦争記念碑と関連した慰霊碑の存在

３－１　冬戦争記念碑と散策路
冬 戦 争 博 物 館 ラ ー テ ン ・ ポ ル ッ テ ィ の 外 に は 冬 戦 争 記 念 碑 と 広 場 が あ り 、 周 り

に は ７ キ ロ に 及 ぶ 散 策 路 が あ る 。 冬 戦 争 の 激 戦 地 の 一 つ で あ っ た 戦 闘 場 と な っ た
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箇 所 に は 説 明 文 が 掲 載 さ れ 、 集 団 墓 地 や 他 の 慰 霊 碑 も 設 置 さ れ て い た 。

冬 戦 争 の 記 念 碑 の 説 明 は 、 英 語 、 フ ィ ン ラ ン ド 語 、 ロ シ ア 語 の ３ 言 語 表 記 で な

さ れ て お り 、「 こ の 記 念 碑 は 、 戦 争 経 験 者 と 冬 戦 争 を 戦 っ た 人 、 そ の 結 果 に 苦 し

ん だ 人 た ち 」 を 讃 え る と 書 か れ て い た 。 ま た 、 広 場 の 石 は ス オ ム ッ サ ル ミ の 戦

い で 亡 く な っ た フ ィ ン ラ ン ド 兵 と ロ シ ア 人 兵 を 表 現 し て い る と い う *17。記 念 碑 は 、

そ の 石 が あ る 広 場 の 上 に 守 り の 翼 を 広 げ る 形 状 を な し 、 冬 戦 争 の 105 日 間 を 表 す

105 も の 真 鍮 の ベ ル が 取 り 付 け ら れ て い る 。

写真 21
冬戦争の記念碑。EU、スオムッサルミ市とカイヌー地
域雇用経済開発センターの助成によって設立されたと記
されていた。

写真 22　記念碑の周りの風景

*17	この石は、防御石と呼ばれ、戦時中にソ連の戦車を防ぐために設置されたものに似ている。実際に、

リエクサで防御石が並んでいる場所を旅行中に訪問した。ただし、実際にこれらの石が戦時に使用さ

れたかどうかは確認できなかった。
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写真 23
記念碑の奥にあったバーベキュー場

記 念 碑 の 周 り に 多 く の 石 が 広 が っ て い る 風 景 は 圧 巻 で あ っ た が 、 驚 い た こ と

に 、 こ の 記 念 碑 の 広 場 の 端 に バ ー ベ キ ュ ー 場 （ ソ ー セ ー ジ を 焼 く 場 ） が あ っ た 。

友 人 ら は 特 に 驚 い て は い な か っ た 。 確 か に 、 フ ィ ン ラ ン ド で は 国 立 公 園 や 大 き な

公 園 に は ソ ー セ ー ジ を 焼 く 場 が 設 け ら れ て い る の で 、 フ ィ ン ラ ン ド 人 に と っ て は

例 え 戦 争 の 記 念 碑 の 近 く だ ろ う と 不 思 議 は な か っ た の か も し れ な い *18。

散 策 路 に は 、と こ ろ ど こ ろ 木 で 作 ら れ た 十 字 架 が 森 の 間 に 飾 ら れ て い た 。 ま た 、

兵 士 た ち が 寝 泊 ま り し て い た テ ン ト の 跡 や 塹 壕 の 跡 、 慰 霊 碑 な ど が 見 ら れ た 。 博

物 館 の 周 り を 含 め た 形 で 、 冬 戦 争 の 「 記 憶 」 が 保 存 、 表 象 さ れ て い た 。

写真 24　散策路を歩く友人たち 写真 25　戦場に立てられた木でできた十字架

３－２　「ラーテの道」沿いの戦争慰霊碑
博 物 館 の 説 明 で は 、 ス オ ム ッ サ ル ミ で 亡 く な っ た ロ シ ア 人 兵 の 数 は 、 ソ 連 側 と

フ ィ ン ラ ン ド 側 で は 数 が 大 き く 異 な る が 、フ ィ ン ラ ン ド 側 の 統 計 で は 約 １ 万 3,000

*18	今回触れられなかったが、継続戦争期の戦場となったルカヤルヴィにも、ソーセージを焼くためだ

けの小屋が設置されており、訪問者は自由にソーセージを焼くことができた。
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人 か ら １ 万 4,000 人 で 、そ の う ち ス オ ム ッ サ ル ミ を 通 る 「 ラ ー テ の 道 」 で は 7,000

人 か ら 9,000 人 犠 牲 と な っ た と い う 。 そ れ に 対 し て 、 フ ィ ン ラ ン ド 人 兵 の 犠 牲 は

約 900 人 で あ っ た 。 以 上 の よ う に 、「 ラ ー テ の 道 」 と は フ ィ ン ラ ン ド 軍 が モ ッ テ ィ

戦 術 を 駆 使 し て 、 ソ 連 軍 を ほ ぼ 殲 滅 さ せ た 場 と し て 知 ら れ る 。

博 物 館 の 見 学 後 、 我 々 も ラ ー テ の 道 を 車 で 走 っ た が 、 ガ ソ リ ン が 残 り 少 な く 、

給 油 ラ ン プ が 点 灯 し な が ら の ド ラ イ ブ と な っ た た め 、 子 ど も た ち が 心 配 で 涙 目 と

な っ て い た 。 私 も 心 配 だ っ た が 、「 ま だ 大 丈 夫 ！ 」 と い う 友 人 の 言 葉 を 信 じ て ド

ラ イ ブ は 続 き 、 結 局 、 終 点 の 国 境 警 備 博 物 館 ま で 訪 問 す る こ と に な っ た 。 ガ ス 欠

に な る 前 に 最 寄 り の 給 油 所 に た ど り 着 く こ と が で き た が 、 車 内 は 一 時 期 緊 張 状 態

と な っ た 。

道 の 途 中 に は さ ま ざ ま な 慰 霊 碑 、 記 念 碑 、 塹 壕 跡 な ど が あ っ た が 、 な か で も 印

象 的 だ っ た の が 、 ロ シ ア 人 兵 士 の た め の 慰 霊 碑 で あ る 。 1994 年 ９ 月 に 建 立 さ れ

た こ の 慰 霊 碑 は 、 冬 戦 争 中 の ス オ ム ッ サ ル ミ の 戦 い で 命 を 落 と し た 第 44 師 団 の

ロ シ ア 人 兵 士 の た め に 捧 げ ら れ た も の で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 こ の 戦 い で ロ シ

ア 人 兵 士 は 7,000-9,000 人 の 犠 牲 が 出 た と さ れ る が 、 ソ 連 側 で は 4,674 人 と さ れ て

お り 、 そ の 約 半 数 は 行 方 不 明 者 と さ れ て い る 。 い ず れ に せ よ 、 多 く の 命 が 犠 牲 と

な っ た 戦 い の た め の 慰 霊 碑 の 一 つ で あ る 。

写真 26
十字架を持った女性がひざまずく姿が印象的である。「祖国の息子
たちへ—嘆き悲しむロシア」という文言がフィンランド語とロシ
ア語で刻まれている。ロウソクが 1 つ慰霊碑の前に置かれていた。

「 ラ ー テ の 道 」 か ら 少 し 離 れ た ク フ モ 通 り の ハ ル キ ラ に 、 2009 年 ８ 月 に 新 た に

建 立 さ れ た ウ ク ラ イ ナ 人 の た め の 慰 霊 碑 に も 寄 る こ と が で き た 。 こ の 慰 霊 碑 は 上

記 と 同 じ 第 44 師 団 の 「 ロ シ ア 人 兵 士 」 の た め の も の で あ る が 、 そ の 兵 士 は 実 は

ウ ク ラ イ ナ 人 で あ っ た 。 同 じ 戦 死 者 を ウ ク ラ イ ナ 人 と し て 慰 霊 し た い と す る ウ ク

ラ イ ナ 政 府 の 意 思 が 見 出 せ る の で は な い だ ろ う か 。 ス オ ム ッ サ ル ミ 市 の ホ ー ム

ペ ー ジ に よ る と 、 講 和 条 約 成 立 後 の 春 に 疫 病 の 発 生 が 懸 念 さ れ た た め 、 戦 死 者 の

遺 体 は ソ 連 側 に 引 き 渡 さ れ ず に 集 団 埋 葬 さ れ た *19。埋 葬 地 は 杭 や 十 字 架 で 示 さ れ 、

*19	https://visitsuomussalmi.fi/reittiarkisto/ukrainalainen-muistomerkki/

『国士舘人文科学論集』第６号（2025 年 2 月）



- 97 -

埋 葬 人 数 も 一 部 記 録 さ れ た が 、 現 在 フ ィ ン ラ ン ド の 公 文 書 館 に こ れ ら の 記 録 は

残 っ て い な い と い う 。 杭 や 十 字 架 も 朽 ち 果 て た か 、あ る い は 意 図 的 に 撤 去 さ れ た 。

撤 去 さ れ た 理 由 と し て は 、 外 交 上 の 理 由 と い う 説 や 、 戦 争 遺 物 蒐 集 家 に よ る 関 心

を 避 け る と い う 説 が あ る と い う *20。 詳 細 に つ い て は 今 後 調 べ た い 。

写真 27
「ウクライナは死者の魂のために祈る」という文言がフィンランド語とウクラ

イナ語で刻まれている。遺族が置いたのか、男性兵士の写真が像の脇にあった。

３－３　ユルカンコスキの冬戦争防衛基地
ク フ モ に 話 が 戻 る が 、 ク フ モ の 冬 戦 争 博 物 館 か ら 11 キ ロ ほ ど 南 に 下 っ た と こ

ろ の ユ ル カ ン コ ス キ に 、 冬 戦 争 に 関 連 し た 防 衛 基 地 が あ る と い う 張 り 紙 を 見 か け

た の で 寄 っ て も ら っ た 。 ユ ル カ ン コ ル キ は 、 1939 年 12 月 に 大 き な 戦 闘 が 行 わ れ

た 場 所 で あ る 。 ク フ モ 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に よ る と 、 こ の 防 衛 基 地 は 1995 年 か ら

1997 年 、 2006 年 か ら 2007 年 に か け て ク フ モ 市 、 2020 年 に は 国 防 訓 練 セ ン タ ー

に よ っ て 改 修 さ れ た と さ れ る *21。 博 物 館 と し て 一 般 に 無 料 で 開 放 さ れ て お り 、 ク

フ モ 予 備 役 協 会 の 女 性 部 門 が 野 外 カ フ ェ を 経 営 し て い た 。 ま た 、 同 協 会 の 会 員 ら

し き 高 齢 者 が 手 作 り の 戦 況 地 図 を も と に 説 明 を し て く れ た 。

写真 28
戦況を描いた手書きの地図 　2024 年 7 月 5 日筆者撮影

（以下、同様）

*20	同上。

*21	https://visitkuhmo.fi/yritys/jyrkankosken-puolustusasema/
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敷 地 は 広 く 、 再 現 さ れ た 塹 壕 が あ っ た り 、 武 器 の 展 示 や 、 野 外 展 示 コ ー ナ ー が

あ っ た り 、「 ロ ッ タ 博 物 館 」 と 付 け ら れ た 、女 性 国 防 団 体 ロ ッ タ・ス ヴ ァ ル ド （Lotta 

Svärd） *22 の 展 示 が あ っ た り し た 。 こ の 博 物 館 で は ロ ッ タ・ス ヴ ァ ル ド に 参 加 し た

地 元 の 女 性 に よ る 寄 贈 品 や 写 真 が 並 べ ら れ て い た 。ま た 、屋 根 付 き の 野 外 展 示 コ ー

ナ ー で は 戦 死 し た 兵 士 の 名 前 、 生 没 年 、 職 業 、 出 身 地 、 墓 地 の 場 所 、 軍 の 階 級 、

亡 く な っ た 日 が 一 覧 表 と な っ た 紙 が 貼 っ て あ っ た 。 な お 、 こ の 展 示 コ ー ナ ー は 冬

戦 争 だ け で は な く 継 続 戦 争 の 様 子 の 写 真 も 展 示 さ れ て い た 。

写真 29　塹壕は入って体験することができた。 写真 30　手作りの戦況の写真パネル

印 象 に 残 っ た の は 、 ロ シ ア 人 少 将 の 持 ち 物 で あ っ た 車 と 戦 争 記 念 碑 で あ る 。 説

明 に よ る と 、 こ の 車 は ソ 連 軍 第 54 師 団 の 司 令 官 グ セ フ ス キ ー 少 将 の も の で あ る 。

1940 年 １ 月 29 日 に 開 始 さ れ た フ ィ ン ラ ン ド 軍 に よ る ソ 連 軍 へ の 攻 撃 で 、 フ ィ ン

ラ ン ド 軍 が 勝 利 し た 時 の 車 で あ る 。 い わ ば 、「 戦 利 品 」 が 展 示 さ れ て い た 。

一 方 、 1960 年 に 設 置 さ れ た 戦 争 慰 霊 碑 は 、 冬 戦 争 中 に ク フ モ の 前 線 で 戦 っ た

第 14 独 立 大 隊 の 一 員 と し て 戦 っ た ク フ モ お よ び ソ ト カ モ 出 身 の 兵 士 た ち に 捧 げ

る と 説 明 さ れ て い る 。プ レ ー ト に は「1939 年 12 月 ７ 日 こ こ で 敵 の 進 撃 が 止 ま っ た 」

と 刻 ま れ て い た 。

*22	ロッタ・スヴァルドは、1918 年のフィンランドの内戦期に白衛隊側の支援組織として発足した。

1921 年に組織化され、戦間期にはフィンランド最大の女性奉仕団体に成長した。冬戦争時には兵站部

などへの補給活動、野戦病院での看護、洗濯など家事労働を担った。ロッタたちは武器を持つことは

なかったが、冬戦争、継続戦争時に女性国防団体として活躍した。継続戦争後の 1944 年、解散させら

れた。しかし、ロッタ・スヴァルドの活動を伝える財団が設立され、1996 年にロッタ博物館がヘルシ

ンキから 30 キロほど北にあるトゥースラに開館した。https://lottasvard.fi/lottamuseo/
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写真 31　フォード VM 1934 年製

写真 32
戦争慰霊碑　遺族からの手紙が置かれていた。青と白のリ
ボンはどこからの寄贈かはわからなかったが、慰霊碑には
このようなリボンや花輪が捧げられることがしばしばあ
る。

こ こ で は 、 ク フ モ 予 備 役 協 会 が 関 わ っ て い る と い う こ と も あ り 、 国 を 防 衛 し て

く れ た フ ィ ン ラ ン ド 兵 士 を 讃 え る と 同 時 に 彼 ら の 犠 牲 を 悼 む 展 示 内 容 で あ っ た 。

おわりに

以 上 の よ う に 、 本 稿 で は ２ つ の 冬 戦 争 博 物 館 の 特 徴 と 相 違 点 を 簡 潔 で あ る が 挙

げ た 。 ク フ モ の 博 物 館 は 文 字 通 り 冬 戦 争 に 特 化 し た 内 容 に 対 し て 、 ラ ー テ ン ・ ポ

ル ッ テ ィ の 博 物 館 は 冬 戦 争 以 外 に 継 続 戦 争 の 展 示 、 そ し て 特 別 展 と し て ウ ク ラ イ

ナ 戦 争 に つ い て の 展 示 が 見 ら れ た 。 ま た 、 両 館 と も 通 常 の 歴 史 博 物 館 と 同 様 、 時

系 列 順 に 展 示 が 進 ん で い っ た が 、 そ の 展 示 内 容 に は 違 う 点 が 多 々 見 ら れ た 。 ク フ

モ の 博 物 館 は 、 地 元 の ク フ モ の 人 び と が 置 か れ た 困 難 な 状 況 を 丁 寧 に 追 っ て い く

展 示 内 容 に 対 し て 、 ラ ー テ ン ・ ポ ル ッ テ ィ は 野 外 の 記 念 碑 と 散 策 路 、 そ こ を 通 る

「 ラ ー テ の 道 」 に 設 置 さ れ て い る 慰 霊 碑 や 戦 跡 を 含 め て 、 戦 争 の 凄 ま じ さ 、 フ ィ

ン ラ ン ド 軍 の 奮 闘 を 現 在 ま で 伝 え て い る 。 ま た こ の 地 域 は 観 光 ル ー ト と し て 整 備
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さ れ て い る 点 も 特 徴 的 で あ る 。

な お 、２ つ の 冬 戦 争 博 物 館 は 冷 戦 終 結 後 に 開 館 し て い る 。ま た 、ロ シ ア 人 兵 士（ ウ

ク ラ イ ナ 人 兵 士 ）の ２ つ の 慰 霊 碑 も 冷 戦 終 結 後 に 設 置 さ れ て い る 。 戦 争 博 物 館 は 、

政 治 情 勢 に も 影 響 を 受 け る と い う 当 た り 前 の こ と に 改 め て 気 付 か さ れ た 。

本 稿 に 記 し た 内 容 は 、 筆 者 自 身 の 問 題 関 心 に 大 き く 影 響 を 受 け て い る 。 現 在 の

問 題 関 心 か ら 筆 者 が 目 に つ い た の は 、 ウ ク ラ イ ナ に 関 す る 展 示 や 慰 霊 碑 で あ っ た

こ と は 明 ら か で あ る 。 一 方 で 、 筆 者 は 武 器 に は あ ま り 関 心 が な く 、 両 館 で 展 示 さ

れ て い た 銃 や 戦 車 な ど に は あ ま り 目 を 向 け る こ と が で き な か っ た の で 、 本 稿 で は

紹 介 し て い な い 。 本 稿 で 整 理 し た 内 容 は 、 あ く ま で 在 外 研 究 テ ー マ で あ る 「 現 代

フ ィ ン ラ ン ド に お け る 第 二 次 世 界 大 戦 の 『 記 憶 』 と 社 会 の 変 容 」 に 照 ら し 合 わ せ

て み た も の で あ る 。 い ず れ に せ よ 、 今 回 の 調 査 で は 博 物 館 の 展 示 や 慰 霊 碑 、 戦 跡

か ら 多 く の こ と を 学 ぶ こ と が で き た 。 今 後 の 研 究 に 活 か し た い 。

追 記 　 今 回 の 調 査 旅 行 自 体 は 私 費 で あ る が 、 在 外 研 究 の 機 会 を 与 え て く れ た 国 士

舘 大 学 、 そ し て 快 く 送 り 出 し て く れ た 同 僚 に 感 謝 し た い 。 ま た 、 本 報 告 は 科 学 研

究 費 基 盤 研 究（B）「 記 憶 す る 都 市：ヨ ー ロ ッ パ に お け る 場 所 と モ ノ が 語 る「 歴 史 」」

（23K28315） の 成 果 の 一 部 で あ る 。

附 属 地 図

拙著『物語　フィンランドの歴史―北欧先進国「バルト海の乙
女」の 800 年―』中公新書、2017 年、157 ページの地図に加筆。
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